
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

市民文化講座 パステル 和
なごみ

アートを描こう 

発行：秋田市立新屋図書館 

秋田市新屋大川町12－26  ☎ 018－828－4215 

https://www.city.akita.lg.jp/kurashi/shakai-shogai/1008469/1008848 

日 時：８月１８日（日） 

午前１０時３０分から１１時３０分まで 

講 師：高橋 みどり氏（パステル和アートインストラクター） 

場 所：新屋図書館 研修室 

参加費：１人５００円 

定 員：先着２０名 

申込み：令和 6 年 8 月 3 日（土）午前１０時から 

新屋図書館カウンターまたは電話（８２８－４２１５）で受付。 

夏休み応援企画 ① 
 

ただいま本館中央にて、 

夏休みの宿題にお役立ちの本を展示中！！ 

8 月 25 日（日）までだよ～！！ 

８月 ３日（土）１４：００～１４：３０ 『野菜で』 ～絵本・パネルシアター～ （おはなしのへや・幼児～小学生） 

８月２０日（火）１０：３０～１０：５０ 『海で』  ～絵本・パネルシアター～ （おはなしのへや・赤ちゃん～） 

９月 ７日（土）１４：００～１４：３０ 『お散歩』 ～絵本・手遊び～     （おはなしのへや・幼児～小学生） 

９月１０日（火）１０：３０～１０：５０ 『お月見』 ～絵本・カタコト人形～  （おはなしのへや・赤ちゃん～） 

日 時：9 月１4 日（土） 

午後１時３０分から 3 時まで 

講 師：星崎 和彦氏（秋田県立大学教授） 

場 所：新屋図書館 研修室 

受講費：無料 

定 員：先着３０名 

申込み：令和 6 年 8 月 31 日（土）午前１０時から 

新屋図書館カウンターまたは電話（８２８－４２１５）で受付。 

夏休み応援企画 ② 
開館前の図書館で宿題をしちゃおう！！ 

8 月 3 日（土）・10 日（土）  

9：00 ～ ９：５５ 

申込み不要・直接図書館へどうぞ！！ 

市民文化講座 「私たちをクマから守るには？ 

クマに出遭わないようにするには？」 
 



 

 
 
 
 
 
 

ビジュアル版 一冊でつかむ聖書 
保坂 俊司／監修 
河出書房新社  請求記号 １９３  （ 聖書 ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取り急ぎ、パソコン仕事の基本だけ教えてください！ 
大林 ひろこ／著 
技術評論社  請求記号 ００７．６３  （ パソコン ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フェス旅 日本全国音楽フェスガイド 
津田 昌太朗／著 
小学館  請求記号 ７６０．６９  （ 音楽フェス ） 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こいぬをつれたかりうど 中国の昔話 
牧野 夏子／再話  佐々木 マキ／絵 
福音館書店  請求記号 Ｅサ  （ 絵本 ） ※幼児～小学校低学年 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 むかしむかし、鉄砲を持たずに狩りに行く年老いた狩人がいました。

ところが、不思議な事に必ず獲物を捕まえてくるのです。ある日、評判

を聞きつけた村人からとら退治をお願いされた狩人は、縄を１束と小犬

を連れて出かけるのですが…。意外な狩りの方法に驚いてしまいます。 

新 刊 案 内 
 

 日本は１年を通してフェスが開催されているフェス大国！全国のフェ

スを開催時期順に掲載し、ライブの特徴や会場周辺の雰囲気を写真とと

もに紹介しています。必須アイテムや服装、マナーなど、初心者に嬉し

い情報も豊富です。フェスに行く人、行きたい人は必読です！ 

パソコンに苦手意識を持つ人へ向け、ビジネスシーンで必要とされる

パソコン操作を「基本だけ」に絞ってご紹介！文字入力やブラウザ、ビ

ジネスメールの基本からＥｘｃｅｌ、Ｗｏｒｄ、ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ

まで幅広く、そして大切なことだけを分かりやすく解説します。 

 人類史上最大のベストセラーである聖書。本書は、聖書の壮大な物語

の重要なエピソードを抜き出し、「最後の晩餐」などの絵画や地図を用

いた図解とともにそのあらすじを解説しています。有名な宗教画が聖書

のどの場面を描いているのかを知ることも出来る１冊です。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

書   名   ガウディさんとドラゴンの街 
 

著 者 名  パウ・エストラダ 

出 版 社  教育評論社 

所   蔵  新屋、明徳 

請求記号 Ｅエ （ 絵本 ） 
   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書   名  ごめんねでてこい 
 

著 者 名  ささき みお 

出 版 社  文研出版 

所   蔵    新屋、明徳、河辺 

請求記号 ９１サ （ 物語 ） 
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図書館員のおすすめ本 

 はなちゃんは、おばあちゃんが大好き。優し

いし、遊んでくれるし、色々なことを教えてく

れます。あるとき、家の工事の間、おばあちゃ

んの家にお世話になることになりました。はな

ちゃんは大喜び。楽しい毎日が続きましたが、

少しだけ、もやもやがありました。ごはんには

魚や煮ものが多いし、「しゅくだいは？」とか

口うるさいし…。そして、ある日仲良しの友達 

の言動を注意したおばあちゃんに、はなちゃん

はとうとう「きらい」と言ってしまいます。や

がて工事が終わって、おばあちゃんとはお別れ

です。でも、はなちゃんは、おばあちゃんに、

なかなか「ごめんね」が言えません…。        

 言いたい気持ちがあるのに、なかなか言えな

いという経験は誰にでもあるのでは？はなちゃ

んに、自分を重ねて読みたい本です。 

 白ひげの老人ガウディさんは、グエル公園の

中にあるピンクの家に住んでいます。魔法の石

の森のようなこの公園を設計したのは彼です。  

朝早く仕事に向かうときは、公園の入り口の

ドラゴン像に挨拶をします。街には、へんてこ

な建物（ラ・ペドレラ）と呼ばれるカサ・ミラ

や骨の家と称されるカサ・バッリョなど独創的

な建物がありました。そして最も目を引くのは 

巨大な教会サグラダ・ファミリアです。彼こそ

がアントニ・ガウディその人でした。彼には、

世界をもっと美しくしたいという大きな夢があ

りました。今は万人に理解されずとも、やがて

は…。ガウディは未来を夢見て、ドラゴン像に

公園の見守りを頼むのでした。 

 有名な建築家の人となりを理解することがで

きる１冊です。是非触れてみて下さい。 



 

新屋は、醸造の街。 

新屋図書館には、酒の 

資料コーナーがあります。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
  
 
 
  
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今、あなたへ …冷たくて美味しい！… 

図書館員のひとりごと 

 西中学校の吹奏楽の音が聞こえてくるたび、

学生時代を思い出します…。 
幼い頃から音楽に興味があることをきっかけ

に、小学生から中学生までの５年間、吹奏楽を

やっていました。小学校ではアルトホルン、中

学校ではホルンを担当することに。当時は、練

習もハードでなかなか上達せず、悪戦苦闘しな

がら悔し涙を流した日々でしたが、今となって

は、とても良い思い出です。最近では、ユーチ

ューブで吹奏楽の曲を聴いて「懐かしい！」

「また吹きたい！」と浸っています…！ 
 機会があれば演奏会など、聴きに行きたいで

す！                （Ｉ） 

 最近の我が家の息子日記。 

４月から年中になり「年中」という無敵ワー

ドでなんでも頑張れる新学期。その日に着る服

を自分で選ぶようになり、柄×柄のどこにいて

も目立つコーデを組んだり、私の家事を率先し

てお手伝い(泣)。ところが少しずつ効果も薄

れ、次はどうしようかと考えていたところ…５

月に誕生日があり「５歳だね☆」のＮｅｗ無敵

ワードを獲得！本人曰く５歳になるとなんでも

知ってるらしく「実は○○なんだよ。」とドヤ

顔で生き物の豆知識を教えてくれます。 

そんな息子がハマっている生き物はウシガエ

ル。え？なんで？と困惑の日々です。 （Ｍ） 

 サントリー東北営業本部（仙台市）は「ザ・プレミアム・モルツ」

の「東北祭りデザイン缶」を６月２５日から東北限定で販売していま

す。東北芸術工科大学（山形市）の東北出身の学生６人が、それぞれ

の出身県の祭りをデザインしました。竿灯まつりのイラストを担当し

たのは、男鹿市出身の大越瑞生さん。「竿灯のしなり具合や祭りの楽

しい雰囲気が伝わるように描いた」と話しています。東北６県の祭り

の様子が色鮮やかに描かれているビール缶で、東北の夏を感じてみま

せんか。 

 暑い日が続くと食べたくなるものといえばアイスクリーム。普段のおやつや食後の

デザートとしても人気です。今回は、そんなアイスクリームに関する本をご紹介。 

『日本懐かしアイス大全』（アイスマン福留／著、辰巳出版）は、１９６０年代

から時代を追って当時流行したアイスを紹介しています。今でも人気のロングセラー

商品の昔のパッケージデザインや、すでに販売が終了したアイス、変わり種やご当地

アイスなどが大集合！当時の広告も収録されており、懐かしい時代の雰囲気を味わえ

ます。 

清涼感漂う表紙が特徴の『空色のクリームソーダＲｅｃｉｐｅ』（ｔｓｕｎｅｋ

ａｗａ／著、ワニブックス）では、３５のクリームソーダの作り方が、写真ととも

に掲載されています。宝石のようにキラキラしたものばかりで、写真を眺めているだ

けで楽しくなる１冊です。『ババヘラ伝説』（杉山 彰／著、無明舎出版）では、

秋田の名物アイス「ババヘラ」の誕生秘話や販売の舞台裏がユーモアあふれるマンガ

と文章で紹介されています。 

記事になったお酒の話題あれこれ …「東北祭りデザイン缶」発売！… 

【参考資料】 
秋田魁新報 

２０２４年６月２５日 


